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調
査
報
告
境
原
山
邊
家
資
料
調
査
に
つ
い
て
佐
藤
紘
一
一
始
め
に
佐
賀
県
立
図
書
館
で
は
︑
平
成
二
十
一
年
度
よ
り
﹁
佐
賀
県
歴
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
﹂︵
産
学
官
連
携
事
業
︶
を
行
っ
て
お
り
︑
佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
歴
史
資
料
の
整
理
・
調
査
を
進
め
て
い
る
︒
本
稿
は
︑
産
学
官
連
携
事
業
の
一
つ
と
し
て
取
り
組
ん
だ
境
原
山
邊
家
資
料
︵
以
下
﹁
資
料
﹂︶
に
つ
い
て
︑
現
在
ま
で
の
概
要
調
査
・
整
理
状
況
︑
資
料
の
概
要
等
を
紹
介
す
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る
︒平
成
二
十
三
年
四
月
末
︑
原
所
蔵
者
で
あ
る
山
邊
家
の
御
当
主
か
ら
佐
賀
県
立
図
書
館
へ
の
寄
贈
の
御
意
向
を
頂
き
︑
山
邊
家
に
お
い
て
事
前
調
査
を
実
施
し
た
︒
そ
の
後
︑
資
料
受
入
を
行
っ
た
が
︑
八
月
か
ら
は
産
学
官
の
事
業
と
し
て
本
格
的
な
整
理
に
着
手
し
た
︒
山
邊
家
は
既
出
論
(１
)
考
等
に
も
紹
介
さ
れ
る
如
く
︑
神
埼
市
千
代
田
町
︵
旧
神
埼
郡
境
原
村
︶
に
所
在
す
る
若
宮
神
社
︵
神
階
﹁
正
一
位
﹂︶
で
﹁
大
宮
司
﹂
号
を
許
さ
れ
た
祠
官
と
し
て
古
い
歴
史
を
も
つ
︒
藩
政
期
に
は
佐
賀
本
藩
︑
蓮
池
支
藩
や
京
師
・
吉
田
家
︵
吉
田
神
道
︶
家
(２
)
職
と
の
関
わ
り
を
持
つ
と
共
に
御
触
を
廻
送
す
る
触
頭
の
役
職
を
担
っ
て
い
た
︒
近
代
初
頭
期
に
は
佐
賀
県
下
に
お
い
て
政
治
・
文
化
・
教
育
な
ど
の
分
野
に
名
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
こ
と
か
ら
︑
地
域
知
識
人
層
に
包
含
さ
れ
る
家
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑﹁
資
料
﹂
は
︑﹁
若
宮
神
社
資
料
﹂
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
お
り
︑
と
り
わ
け
﹁
山
邊
生
芳
日
記
﹂
は
佐
賀
県
の
近
代
史
研
究
に
活
用
さ
れ
て
き
た
︒
な
お
︑﹁
資
料
﹂
は
一
定
の
整
理
を
終
え
た
も
の
の
︑
原
本
の
閲
覧
等
の
対
応
は
行
っ
て
お
ら
ず
︑
整
備
が
完
了
し
次
第
公
開
を
行
う
予
定
で
あ
る
︒
二
調
査
概
要
｢資
料
﹂
は
︑
若
宮
神
社
敷
地
内
の
倉
庫
︑
応
接
室
︵
南
書
棚
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
別
置
資
料
︶︑
旧
社
務
所
︵
箪
笥
・
押
入
︶︑
社
殿
に
そ
れ
ぞ
れ
保
存
さ
れ
て
い
た
︒
事
前
調
査
で
は
︑
資
料
所
在
箇
所
ご
と
に
含
ま
れ
る
資
料
の
大
ま
か
な
内
容
を
確
認
し
︑
資
料
概
数
は
凡
そ
三
千
点
と
見
込
ん
だ
︒
五
月
に
は
資
料
搬
送
作
業
を
行
っ
た
が
︑
そ
の
際
︑
二
七
×
三
八
×
二
七
︵
㎝
︶
サ
イ
ズ
の
箱
に
詰
め
替
え
︑
本
館
に
搬
送
し
た
︒
容
器
の
数
は
三
二
箱
に
上
っ
た
︒
現
地
で
の
概
要
調
査
は
保
存
箇
所
を
筆
記
記
録
し
︑
収
納
容
器
か
ら
資
料
の
ま
と
ま
り
を
取
り
出
す
際
に
は
︑
資
料
の
ま
と
ま
り
ご
と
の
写
真
撮
影
に
よ
り
原
秩
序
を
記
録
し
た
︒
搬
送
作
業
時
に
は
︑
資
料
の
原
秩
序
を
保
持
す
る
様
に
注
意
し
︑
保
存
場
所
ご
と
に
数
字
番
号
を
付
し
た
︒
旧
社
務
所
に
つ
い
て
は
箪
笥
三
棹
︑
押
入
一
箇
所
に
分
け
て
収
納
さ
れ
て
い
た
の
で
︑
収
納
箇
所
ご
と
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
記
号
を
付
し
た
︒
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①倉
庫
②
応
接
室
︵
南
書
棚
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
別
置
資
料
︹
居
間
で
保
存
さ
れ
て
い
た
﹁
山
邊
生
芳
日
記
﹂︺︶
③
旧
社
務
所
︵
Ａ
西
側
押
入
︑
Ｂ
﹁
箪
笥
上
木
箱
﹂︑
Ｃ
﹁
小
箪
笥
﹂︑
Ｄ
﹁
大
箪
笥
﹂︶
④
社
殿
具
体
的
な
作
業
手
順
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
を
担
当
ご
と
に
分
担
し
︑
資
料
取
り
出
し
作
業
を
実
施
し
た
︒
取
り
出
し
た
資
料
は
︑
一
定
の
塊
ご
と
に
整
理
番
号
︵
通
番
︶
を
付
し
た
︒
箪
笥
に
収
納
さ
れ
て
い
た
資
料
は
箪
笥
一
段
ご
と
に
写
真
撮
影
を
行
い
︑
出
所
が
明
瞭
と
な
る
様
に
考
慮
し
た
︒
ま
た
︑
資
料
の
保
全
の
為
に
薄
葉
紙
や
封
筒
に
収
容
す
る
方
法
を
取
っ
た
︒
整
理
前
段
階
で
﹁
資
料
﹂
の
全
体
像
を
把
握
し
て
い
た
が
︑
整
理
を
進
め
る
に
随
い
︑
山
邊
生
成
︑
生
芳
な
ど
歴
代
の
当
主
が
主
体
と
な
り
整
理
を
加
え
た
で
あ
ろ
う
形
跡
が
窺
わ
れ
た
︒
今
後
の
よ
り
詳
細
な
調
査
に
拠
っ
て
は
︑
更
に
t
っ
て
藩
政
期
の
原
秩
序
が
読
み
取
れ
る
資
料
群
も
確
認
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
︒
三
資
料
概
要
｢資
料
﹂
は
︑
下
記
の
通
り
に
大
別
さ
れ
る
︒
・
山
邊
家
で
収
集
さ
れ
た
典
籍
︒
和
本
や
近
代
印
刷
物
を
主
と
す
る
が
︑
一
部
に
は
近
世
期
の
写
本
を
含
む
︒
内
容
は
︑
祠
官
と
し
て
職
務
上
の
必
要
性
か
ら
収
集
し
た
と
考
え
ら
れ
る
神
道
︑
国
学
に
関
す
る
も
の
︑
ま
た
︑
他
の
職
務
上
収
集
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
総
記
︑
歴
史
︑
文
学
に
関
す
る
も
の
な
ど
多
岐
に
亘
る
︒
・
山
邊
家
に
お
い
て
作
成
及
び
収
受
さ
れ
た
記
録
類
︒
江
戸
中
後
期
か
ら
明
治
期
の
資
料
が
量
的
に
は
大
半
を
占
め
る
︒
内
容
は
︑
吉
田
神
社
関
係
や
藩
政
機
構
関
係
︑
若
宮
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保存箇所の筆記記録小箪笥一段目原状写真
約５点、「高崎山野猿の生態」ほか近代出版物小箪笥３段目４
約223点、祝詞・祭文・神社関係書状小箪笥２段目３
約117点、「触内社家名書」・進達書・書状小箪笥１段目２
約211点、短歌・書・軸物・神社関係資料箪笥上木箱１
内容状況（概数・主資料・状態など）資料所在箇所整理番号
10
約73点、「生成代記録」・長帳・冊子大箪笥２段目９
約106点、神社関係冊子・書状大箪笥１段目右８
約244点、軸物・木箱入書状・近代書類・書状大箪笥１段目左７
約68点、祝詞・書状など神社関係資料小箪笥５段目６
約51点、「生成代記録」・「伝授本」ほか冊子・書状小箪笥４段目５
押入ダンボール15
約331点、山邊生芳を含む写真応接間ダンボール14
約15点、「山邊生芳日記」居間13
約25点、「旧神社明細帳」・系図応接間南書棚12
約864点、近代生芳関係書簡大箪笥４段目11
約203点、近世書状・冊子・神社関係資料大箪笥３段目
幟、４枚社殿19
約54点、刊本倉庫18
約134点、刊本押入箪笥２段目17
約224点、刊本押入箪笥１段目16
約57点、刊本
別表）「境原山邊家資料」の概要
神
社
関
係
︑
山
邊
家
家
政
︵
個
人
︶
関
係
が
主
た
る
資
料
で
あ
る
︒
こ
れ
ら
の
内
︑
江
戸
期
の
も
の
が
﹁
若
宮
神
社
資
料
﹂
と
呼
ば
れ
て
き
た
︒
ま
た
︑
山
邊
家
及
び
親
交
の
あ
っ
た
人
物
の
和
歌
・
漢
詩
・
書
画
な
ど
の
文
芸
作
品
や
肖
像
写
真
が
あ
る
︒
な
お
︑
収
蔵
箇
所
に
よ
る
資
料
種
を
大
別
し
︑
別
表
に
掲
げ
た
︵
前
頁
参
照
︶︒
四
資
料
紹
介
こ
れ

に
仮
目
録
作
成
を
終
え
た
資
料
︵
平
成
二
十
三
年
十
二
月
現
在
︑
約
三
〇
〇
九
点
︶
か
ら
若
宮
神
社
並
び
に
山
邊
家
に
関
わ
る
資
料
を
中
心
に
紹
介
す
る
︒
○
典
籍
[歴
史
・
伝
記
﹈︑﹇
神
道
﹈︑﹇
事
典
﹈︑﹇
国
文
学
﹈︑﹇
漢
籍
︵
準
漢
籍
︶﹈︒
収
集
主
体
者
や
目
的
︑
作
成
︵
刊
行
︶
年
は
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
︒
こ
の
中
で
︑
二
点
を
紹
介
す
る
︒
・﹃
和
漢
三
才
図
会
﹄︵
刊
本
︶
挿
絵
入
り
百
科
事
典
︒
虫
損
が
見
ら
れ
る
為
︑
刊
行
年
は
不
詳
で
あ
る
︒
鍋
島
家
文
庫
や
蓮
池
鍋
島
家
文
庫
の
目
録
に
も
記
載
が
無
い
︒
・
南
里
有
隣
の
著
作
︵
写
本
︶﹃
湯ゆ
津づ
爪つま
櫛くし
五
﹄︑﹃
熱
碗
鳴
聲
ね
つ
わ
ん
め
い
せ
い
初
稿
﹄︒
南
里
は
幕
末
の
神
道
思
想
家
で
あ
る
が
︑﹁
資
料
﹂
中
の
和
歌
に
は
︑
南
里
有
隣
自
身
の
名
前
が
確
認
出
来
︑
門
人
の
岡
吉
胤
や
西
川
須
賀
雄
の
和
歌
︑
書
簡
が
確
認
出
来
た
︒
○
記
録
類
︻
吉
田
神
社
関
係
︼
神
道
裁
許
(３
)
状
類
︒
吉
田
神
道
に
係
る
神
道
管
領
長
上
家
家
職
と
の
公
私
に
亘
る
書
簡
︒
書
簡
の
内
容
は
継
目
相
続
・
神
道
伝
授
な
ど
各
種
願
に
際
し
て
の
取
次
︑
賀
状
等
︒
︻
藩
政
機
構
関
係
︼
鍋
島
勝
茂
判
物
︵
石
隈
家
家
禄
(４
)
覚
︶︒
佐
賀
本
藩
︑
蓮
池
支
藩
の
役
方
︵
寺
社
方
・
元
〆
方
・
馬
方
・
神
事
方
・
六
府
方
・
諸
調
方
・
山
方
・
修
理
方
・
目
安
方
︶
発
給
の
達
類
︒
若
宮
神
社
と
こ
れ
ら
役
方
と
の
往
復
文
書
の
覚
︒
近
国
往
来
手
形
な
ど
の
鑑
札
︒
︻
若
宮
神
社
関
係
︼
任
免
状
︵
官
位
官
途
︑
神
官
職
︶︒
各
種
口
上
・
願
書
覚
︵
神
道
伝
授
に
係
る
取
次
文
書
︑
社
殿
修
復
願
︶︒
寄
附
帳
簿
︒
社
領
調
帳
︵
廣
瀧
山
庄
屋
差
出
︶︑
社
領
庄
屋
発
給
文
書
︑
神
社
差
出
帳
︵
若
宮
神
社
及
び
触
頭
と
し
て
所
管
し
た
各
社
の
由
緒
︑
社
人
系
図
(５
)
類
︶︒
祝
詞
・
祭
文
︵
鍋
島
家
の
登
京
や
慶
応
四
年
出
征
に
際
し
て
の
戦
勝
・
武
運
長
久
祈
願
︑
大
木
喬
任
・
遠
吉
父
子
の
顕
彰
︶︒
護
符
︑
印
刷
札
が
多
量
に
残
存
︒
明
治
期
以
降
で
は
︑
神
社
明
細
帳
︑
合
祀
に
係
る
書
類
︑
社
領
地
売
買
書
類
︒
︻
山
邊
家
個
人
資
料
︼
山
邊
家
歴
代
当
主
︑
家
人
が
作
成
・
収
受
し
た
私
文
書
・
公
職
文
書
等
︒﹁
山
邊
生
芳
日
記
﹂
を
は
じ
め
︑
生
芳
か
ら
父
生
成
へ
の
書
簡
︵
明
治
十
年
前
後
が
中
心
︒
神
風
連
︑
秋
月
︑
萩
の
﹁
騒
擾
﹂
関
連
の
伝
聞
記
事
︶︑
親
交
を
持
っ
た
社
人
及
び
公
人
と
の
交
信
書
簡
︑
尋
常
高
等
小
学
校
﹁
教
授
案
﹂︵
明
治
四
十
三
年
度
︶︒
｢山
邊
生
芳
日
記
﹂
は
︑
明
治
期
に
県
会
議
員
と
し
て
活
躍
し
た
山
邊
生
芳
の
約
二
十
年
間
︵
明
治
十
一
年
～
三
十
年
︶
に
亘
る
日
記
で
あ
る
が
︑
明
治
十
一
年
以
前
の
生
芳
に
付
い
て
は
不
詳
な
点
が
多
か
っ
た
︒
し
か
し
︑
前
述
の
書
簡
か
ら
明
治
九
年
段
階
で
長
崎
県
庁
戸
籍
係
︑
同
年
十
一
月
厳
原
出
向
︑
同
十
年
長
崎
県
庁
第
一
課
︑
同
年
福
岡
県
庁
へ
転
属
な
ど
の
足
跡
を
X
る
こ
と
が
出
来
た
︒﹁
山
邊
生
芳
日
記
﹂
以
外
に
書
簡
や
各
種
の
覚
を
取
り
ま
と
め
た
業
務
手
控
が
確
認
出
来
﹁
生
延
代
記
録
﹂︑﹁
生
成
代
記
録
﹂
な
ど
と
し
て
採
録
し
た
︒
︻
絵
図
︼
神
領
図
及
び
そ
の
下
書
き
図
︑
筑
前
国
大
宰
府
・
宗
像
・
香
椎
な
ど
宮
社
の
絵
図
︑
土
地
明
細
図
︒
他
に
神
道
祭
儀
道
具
及
び
そ
の
配
置
絵
図
︒
彩
色
描
画
さ
れ
た
馬
術
免
状
が
含
ま
れ
る
︒
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︻
和
歌
・
漢
詩
・
書
画
︼
山
邊
生
芳
の
名
が
確
認
さ
れ
た
和
歌
二
〇
点
︒
生
芳
は
︑﹁
資
料
﹂
中
に
も
確
認
さ
れ
る
築
山
信
輔
と
共
に
﹁
及
遠
(６
)
社
﹂
の
歌
会
に
参
加
し
︑
他
に
も
社
人
関
係
者
に
よ
る
歌
会
に
出
入
し
て
い
た
︒
そ
の
他
︑
成
富
椿
屋
や
佐
野
常
民
の
名
や
号
が
記
さ
れ
た
書
画
を
確
認
し
た
︒
五
終
わ
り
に
山
邊
家
は
︑
藩
政
期
の
少
な
く
と
も
後
半
期
に
は
役
方
か
ら
の
達
・
触
状
を
触
内
の
各
社
に
廻
達
す
る
触
頭
と
し
て
役
務
を
勤
め
て
お
り
︑
今
回
御
寄
贈
頂
い
た
﹁
資
料
﹂
は
地
域
の
社
家
資
料
と
し
て
重
要
な
位
置
付
け
が
出
来
る
︒
ま
た
︑
神
道
管
領
長
上
家
・
吉
田
神
道
と
地
方
神
社
の
関
係
を
紐
解
く
書
簡
資
料
の
存
在
も
大
き
な
意
味
を
持
つ
︒
ま
た
︑
明
治
期
地
方
政
治
に
一
官
吏
︑
県
会
議
員
と
し
て
関
わ
っ
た
山
邊
生
芳
個
人
の
記
録
は
︑
決
し
て
個
人
史
的
範
疇
に
止
ま
ら
な
い
地
域
資
料
と
し
て
有
意
で
あ
る
︒
特
に
︑
明
治
十
年
前
後
の
生
芳
書
簡
は
﹁
山
邊
生
芳
日
記
﹂
と
相
俟
っ
て
難
治
県
と
呼
ば
れ
た
地
方
県
の
社
会
・
政
治
情
勢
を
明
ら
か
に
す
る
資
料
と
し
て
重
要
で
あ
る
︒
今
後
︑
資
料
種
の
分
類
と
点
数
確
認
を
通
し
て
﹁
資
料
﹂
の
精
査
を
行
う
こ
と
で
御
寄
贈
頂
い
た
御
好
意
に
応
え
た
い
と
考
え
て
い
る
︒
末
筆
な
が
ら
︑﹁
資
料
﹂
の
御
寄
贈
を
頂
い
た
山
邊
家
御
当
主
山
邊
和
之
氏
に
深
く
感
謝
す
る
と
共
に
︑
長
年
に
亘
っ
て
資
料
の
散
逸
を
防
ぎ
︑
災
禍
か
ら
守
っ
て
来
ら
れ
た
山
邊
家
の
皆
様
に
敬
意
を
表
し
た
い
︒
ま
た
︑﹁
資
料
﹂
の
整
理
に
御
協
力
頂
い
て
い
る
皆
様
に
謝
辞
を
申
し
述
べ
た
い
︒
産
学
官
連
携
事
業
の
も
と
御
指
導
を
頂
い
て
い
る
佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
伊
藤
昭
弘
准
教
授
︑
整
理
作
業
を
丁
寧
に
行
っ
て
頂
い
て
い
る
佐
賀
県
立
図
書
館
﹁
図
書
館
サ
ポ
ー
タ
ー
﹂
の
皆
様
に
︑
県
立
図
書
館
資
料
課
郷
土
調
査
担
当
職
員
一
同
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
︑
本
稿
を
結
び
と
し
た
い
︒
︻
註
︼
︵
１
︶
佐
賀
県
史
編
さ
ん
委
員
会
﹃
佐
賀
県
史
下
巻
︵
近
代
編
︶﹄
佐
賀
県
・
一
九
六
七
︑
佐
賀
市
史
編
さ
ん
委
員
会
﹃
佐
賀
市
史
﹄
佐
賀
市
・
一
九
七
七
︑
佐
賀
の
文
学
編
集
委
員
会
﹃
佐
賀
の
文
学
﹄
新
郷
土
刊
行
協
会
・
一
九
八
七
︑
な
ど
︒
︵
２
︶
家
老
鈴
鹿
家
︑
大
角
家
︑
山
田
家
︑
谷
家
な
ど
神
道
管
領
長
上
家
で
あ
る
吉
田
家
に
勤
仕
し
た
諸
家
︒
︵
３
︶
神
道
管
領
長
上
家
発
給
の
種
々
の
許
状
︒
寛
文
五
年
﹁
諸
社
`
宜
神
主
法
度
﹂
に
よ
り
︑
結
果
的
に
専
ら
吉
田
家
が
発
給
す
る
こ
と
に
な
っ
た
︒
財
団
法
人
神
道
大
系
編
纂
会
﹃
神
道
大
系
論
説
編
九
占
部
神
道
︵
下
︶﹄
財
団
法
人
神
道
大
系
編
纂
会
・
一
九
九
一
・
一
二
頁
︒
︵
４
︶
蓮
池
藩
士
︒
山
邊
家
と
は
姻
戚
関
係
に
あ
る
︒
こ
れ
ら
の
判
物
が
山
邊
家
に
伝
来
し
た
経
緯
は
不
詳
で
あ
る
︒
︵
５
︶
若
宮
神
社
に
関
す
る
も
の
と
し
て
﹃
境
原
宮
御
由
緒
并
社
務
系
圖
差
出
帳
﹄﹇
志
波
深
雪
翻
刻
﹁
佐
賀
民
俗
学
﹂
第
九
号
・
一
九
八
七
﹈
が
あ
る
︒
肥
前
国
︑
と
り
わ
け
佐
賀
藩
領
に
お
け
る
神
社
縁
起
の
多
く
は
写
本
と
し
て
佐
賀
県
立
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
︒
︵
６
︶
山
邊
生
芳
と
歌
会
に
関
し
て
は
︑﹃
佐
賀
の
文
学
﹄﹇
佐
賀
の
文
学
編
集
委
員
会
編
・
新
郷
土
刊
行
協
会
・
一
九
八
七
・
一
六
三
～
一
六
八
頁
﹈
に
詳
し
い
︒﹁
資
料
﹂
に
は
︑
築
山
の
外
に
西
川
須
賀
雄
︑
岡
吉
胤
︑
杉
野
竹
弘
と
言
っ
た
社
人
の
名
が
散
見
さ
れ
る
︒
ま
た
︑
和
歌
や
書
に
限
ら
ず
︑
こ
れ
ら
諸
人
差
出
の
書
簡
な
ど
も
あ
り
︑
互
い
に
関
わ
り
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
︒
︵
佐
賀
県
立
図
書
館
資
料
課
郷
土
調
査
担
当
︶
佐 藤 紘 一
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神領図（山内絵図）
